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資料５

低炭素モビリティ・電子地域通貨WG 協議会報告資料

第７回あきたスマートシティ・プロジェクト推進協議会

場所：秋田市環境部会議室

平成２４年８月３０日（木）



あきたスマートシティ・プロジェクト

1

①電子地域通貨ＷＧ報告



あきたスマートシティ・プロジェクト

2

１．ＷＧ開催状況

取り組み方針

【秋田市での電子地域通貨導入における課題・条件】
・市のポイント付与から、段階的に市全域（行政サー
ビス、交通、商業等）へ展開していく。
・地元商業の導入促進のために、安価かつ簡易なイン
フラ・端末を目指す。
・地元経済循環へ寄与するシステムとする（地域外に
資金が流れてしまわないようにする）

・将来的には・・・
◎ほっぺちゃんカードとの将来的な融合・統合が円滑に行わ
れることを視野に入れる
◎公共交通のICカードとの連動、低炭素モビリティ事業との
連動、民間によるシステム管理・通貨発行業務へ移行する
ことへの対応
◎地域内で成立するビジネスモデルとする

上記を踏まえ、今年度は関係する事業者等が集まり、
「本市での電子地域通貨のあり方」を具体的に検討す
る場を設定することとする。

3

検討内容案

★今年度の進め方について合意（協議会）

電子地域通貨導入システム検討調査（仮）
①他地域の事例紹介
・導入事例調査

②あきた版電子地域通貨の全体像
・将来的な公共交通ICカードや低炭素モビリティなど、市
全域での利用想定等

③全体像を実現するための導入ステップ

④あきた版電子地域通貨システムの要件整理
・初期段階でのシステム、機器
・提供ｻｰﾋﾞｽの要件

⑤システム毎の性能比較検討と評価
・事業者ﾋｱﾘﾝｸﾞ、対象システム等の比較検討の実施

⑥導入に向けた課題整理

スケジュール案

第1回WG （６／１９）

第２回WG （８／９）

第３回WG （９月）

第４回WG （１月下）

導入システム内容の検討（事務局等中心）

第1回協議会 （6/4）

第6回の協議会後、６／１９、８／９の２回のＷＧを
開催して協議。秋田市での電子地域通貨の活用方策に
ついて活発な意見交換を行った。

第6回協議会
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２．ＷＧ体制

事業者中心の検討体制とするために、以下のメンバーでＷＧを開催している。

事務局
・秋田市
（環境部／都市整備
部／商工部）
・日本総合研究所

＜地元金融機関＞
秋田銀行／北都銀行

＜システム会社＞
富士通

＜地元交通事業者＞
秋田中央交通

＜地元商工事業者＞
秋田商工会議所

＜まちづくり会社＞
秋田まちづくり

＜その他事業者＞
一般社団法人

あきた地球環境会議
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３．第１回ＷＧ概要

＜意見概要＞
・エコポイントをどのように付与していけばよいか。
→何を原資にするかがポイント

・地域内で循環するような電子地域通貨システム
としたい。
→地域外に吸い上げられないような仕組みが望ま
しい。運営体制も要検討。

・本市で電子地域通貨を導入するにあたり、「既存
に使われている何とタイアップさせることがよいのか
」（銀行キャッシュカード？クレジットカード？社員証
？ 等々）
→効率よく普及させ、かつ「いつも持っている」カー
ドとのタイアップが効果的である。

・秋田の地域特性を踏まえたサービスは何か。
→秋田らしい電子地域通貨の導入を図ることが重
要。

＜第１回ＷＧ＞
日時：平成２４年６月１９日（火）13：00～15:00
場所：秋田市 環境部庁舎 2F 大会議室
議題：
・メンバー自己紹介
・本ＷＧの目的・進め方について
・他地域の「電子地域通貨」の導入事例について（
富士通様より「電子マネーとは」「まちづくり福井の導
入事例」）
・意見交換
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４．第２回ＷＧ概要

＜意見概要＞
・次年度、国の事業を活用しながら、実証実験を
始めたい。
→実証事業で終わらないように、目的を明確にし
て、その先の展開を見据えて実施すべき。

・将来的にどのような運営主体が実施すべきか、
考えて行うことが必要である。

・実証事業を通じて、どれくらい利用者利便性が向
上するのか、それによって自家用車利用からの転
換がどれくらい図られるのか、などを検証する。

・将来的な展開方針を見据えて、次年度以降の取
り組みを進めていくべき。単年度の取り組みとなら
ないような工夫が必要。

＜第２回ＷＧ＞
日時：平成２４年８月９日（火）10：00～12:00
場所：秋田市 環境部庁舎 2F 大会議室
議題：
・第1回の振り返り
・エコポイント型電子地域通貨の導入事例について（
富士通様より「高知県での取組」紹介）
・秋田市での電子地域通貨のイメージについて（富
士通様より資料提供）
・意見交換
・その他
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（参考）秋田での電子地域通貨展開イメージ（富士通様第2回ＷＧ提供資料）

Copyright 2011 FUJITSU SHIKOKU SYSTEMS LIMITED

公共サービスへの展開

商
業

利
用

へ
の

展
開

2013年 実証実験

公共交通・公共施設利用でカードを普及させる、将来的には地域活性化に貢献可能なサービスに発展。

STEP1
簡易決済機能導入

【POINT】
安価＋短納期で導入効果を測定

秋田地区
ICカード

2014年～ 交通・公営利用

秋田市内路線バスへの導入

ﾊﾝﾃﾞｨ
端末

秋田中央交通様

STEP2
路線バスへの本格導入
公営施設への本格導入

【POINT】
普及枚数が見込める事業を
取り込む（コインバス等）

ＩＣ車載器 ＩＣ定期券

更なる利便性向上

電子マネー利用、他地域連携

電子マネー利用
商店街

STEP3
秋田市共通ICカードへ発展

・ポイント付与
・提携カード

【POINT】
既存カードとの相乗効果

タクシー

スーパー

提携カード企業・自治体

金融機関クレジットカード

他地域交通事業者

学校

観光拠点での利用

美術館、博物館

コンビニ

秋田市立病
院

実証実験（先行導入）

路線限定 駐輪場のカギとし
てＩＣカード利用

市民への
エコポイント

コインバス

アルヴェ

ＡＵ

公営駐車場

大森山動物園

公共施設への展開
職員証・学生証一体型カード

現行カードとのポイント交換

紙カードのIC化

STEP3
秋田全域電子マネーへ発展

・電子マネー利用
・提携カード

【POINT】
商業施設への本格的な導入
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②公用車低炭素化調査検討業務について
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１．調査概要

取り組み方針 業務内容

運行実績データの可視化

車両台数の削減ポテン
シャルの定量化

分析対象車両の運行実
績情報の電子データ化

維持管理コストに関す
る情報の整理

削減可能コストの推計

運行実績情報の整理

• 秋田市が所有する公用車両の
運行実績と維持管理経費を把
握・分析し、車両の保有台数
及び維持管理コストの最適化
を行うことにより、

• 見出された削減可能コストを
原資とする低炭素車両の導入
計画の策定、及び地域へのEV
普及方策の提案、

• 並びにCO2排出量の削減量算
定、及び地域へのEV普及によ
る電力供給活用方策の提案、

• 等々、秋田市として「あきた
スマートシティ・プロジェク
ト」における将来展開に結び
つけることを目的とする。

• 業務実施期間：6月～12月
• 県の緊急雇用創出事業を活用
して実施

運行実績データの最適化

地域へのEV普
及方策の提案

低炭素車両の
導入計画の策

定

CO2排出削減効
果の算定

EV普及による
地域電力供給
活用方策の提

案

分析対象車両の選定
（特殊車両の除外）

秋田市 データ整備
担当業者

分析・評価
担当業者
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２．進捗状況

6月 7月 8月 9月 10月 11月秋田市

運行実績情報の整理

分析対象車両の選定
（特殊車両の除外）

データ整備担当業者

運行実績データの可視化

車両台数の削減ポテン
シャルの定量化

12月

分析対象車両の運行実績
情報の電子データ化

分析・評価担当業者

運行実績データの最適化

削減可能コストの推計

低炭素車両の導入計画の策定
地域へのEV普及方策の提案

温室効果ガス削減効果の算定
電力供給活用方策の提案

繁忙期
データ

閑散期
データ

真冬期
データ

最終データ
チェック

機能面
による分類

配車場所
による分類

・繁忙期（7月）
・閑散期（10月）
・真冬期（2月）
の3か月を
代表データとしてサンプリング

繁忙期
データ

真冬期
データ

閑散期
データ

プログラム
設計

プログラム
開発

プログラム
設計

プログラム
開発

繁忙期/閑散期／真冬期

データ

維持管理コストに関する
情報の整理

報告書
とり
まとめ本 日
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３．現時点の成果と今後の進め方

車両番号 部署 8 時 9 時 1 0 時 1 1 時 1 2 時 1 3 時 1 4 時 1 5 時 1 6 時 1 7 時 1 8 時
9117 環境部廃棄物対策課
2931 環境部廃棄物対策課
6126 環境部廃棄物対策課
3966 環境部環境総務課
9288 環境部環境総務課
7769 環境部環境総務課
8341 環境部環境総務課
569 環境部環境総務課
5977 環境部環境総務課
940 環境部環境総務課
2811 環境部環境総務課
2874 環境部環境総務課
637 環境部環境総務課
4559 環境部環境総務課
4020 環境部環境総務課
2202 環境部環境保全課
5407 環境部環境都市推進課

繁忙期（7月）における運行実績（約300台）を可視化

可視化結果（環境部所有車両における1日分を抜粋）

50～70台（約2割程度）の終日未使用車両が明確化

最適化分析により、さらなる削減ポテンシャルを顕在化

同様の分析を閑散期（10月）及び真冬期（2月）について実施

配車場所の違いに基づき分類して再評価

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日

61 287 294 71 57 60 62 71 291 284 76 49 68 59 74

16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

293 294 297 75 61 67 68 288 290 75 57 74 69 79 280 286

終日未使用だった車両数の毎日集計

車両番号 部署 8 時 9 時 1 0 時 1 1 時 1 2 時 1 3 時 1 4 時 1 5 時 1 6 時 1 7 時 1 8 時
9117 環境部廃棄物対策課
2931 環境部廃棄物対策課

6126 環境部廃棄物対策課

3966 環境部環境総務課
9288 環境部環境総務課
7769 環境部環境総務課

8341 環境部環境総務課

569 環境部環境総務課
5977 環境部環境総務課
940 環境部環境総務課
2811 環境部環境総務課
2874 環境部環境総務課
637 環境部環境総務課
4559 環境部環境総務課
4020 環境部環境総務課
2202 環境部環境保全課

5407 環境部環境都市推進課

次フェーズ（削減コスト推計⇒計画策定・活用方策提案等）へ

車両台数最適化のイメージ
【今後の進め方】

【現時点の成果】

（■は運行時間帯）

（■は休日）


